
別記様式 

会  議  録 

会議の名称 浦幌町立図書館・浦幌町立博物館協議会 

事 務 局 
（担当部署） 

教育委員会 図書館係・博物館係 

開 催 日 時 令和６年２月２９日（木）１３時５５分～１５時１４分 

開 催 場 所 教育文化センター ２階 会議室 

出 席 者 

委 員：円子紳一会長、西森七枝副会長、鈴木洋孝委員、石森裕章委員 

春日基江委員、長谷川みなみ委員、香川みどり委員 

教育委員会：水野教育長、佐藤館長（教育次長）、熊谷図書館係長 

持田博物館係長、正保主査、部田司書、山崎司書 

欠 席 者 坂下禮子委員 

会議次第 会議結果 

１ 教育長あいさつ 

２ 会長及び副会長の互選について 

 

３ 議 事 

報告事項（１）令和５年度浦幌町立図書館事業報告について 

   （２）令和５年度浦幌町立博物館事業報告について 

   （３）第３期浦幌町子どもの読書活動推進計画について 

協議事項（１）令和６年度浦幌町立図書館運営方針（案）について 

（２）令和６年度浦幌町立博物館運営方針（案）について 

４ その他 

  

水野教育長 

会長 円子紳一 

副会長 西森七枝 

 

了解 

了解 

了解 

承認 

承認 

なし 

 

審  議  の  概  要 

●質問、意見等 

【協議事項（１）令和６年度浦幌町立図書館運営方針（案）について】 

委 員～令和６年度浦幌町立図書館運営方針（案）で５年度と大きく変わったところはあるか。 

事務局～令和６年度は第３期教育振興基本計画及び第３期子どもの読書活動推進計画のスター

トの年でもあることから、それぞれの計画に基づいた図書館運営を行っていくことを

方針の主体としています。 

委 員～コロナ禍明けの来館者の減少、帯広中心部の書店の閉店などで、本に触れる機会が減

っていくなか、図書館がどのような受け皿として機能していかなければならないのか。

図書館が新刊図書を扱い充実しているということを知らない人がいるのではないかと

思われることから情報発信を行い、図書館事業を PR していくべきである。 



事務局～子どもの読書活動推進計画策定委員会のなかでも、図書館事業について町民に知られ

ていないのではないかという意見がありました。町民への周知不足があるものと考え

ていますが、来年度からは、出来るだけ図書館から外に出て活動を行う計画でいます。

例えば認定こども園などに児童や保護者の方が読む本の展示と貸し出しを行い、少し

でも多くの人に本に親しんでいただきながら図書館活動の PR を行って行こうと考え

ています。 

 

会議録の公開期日 令和７年３月３１日まで 

 


